
 

今
いま

から３０００年
            ねん

くらい前
          まえ

、日本
に ほ ん

ではお米
   こめ

を作り始めた
つ く  はじ      

と言われて
い     

います。その時代
じ だ い

を「弥生
や よ い

時代
じ だ い

」と

呼んで
よ   

います。その時
とき

の日本人
にほんじん

がど

んな顔
かお

をしていたか。皆さんは、見
み

たことがありますか。 

どうやって調べた
しら      

かというと、見つかった
み     

弥生人
やよいじん

の骨
ほね

から

分析
ぶんせき

して作った
つく        

のだそうです。この顔
かお

は、弥生
や よ い

時代
じ だ い

の後期
こ う き

（約
やく

１８００年前
             ねんまえ

）の男性
だんせい

の顔
かお

だということです。 

彫り
ほ   

が深
ふか

くて、鼻
はな

が低く
ひく   

、髪
かみ

が太く
ふと   

黒々
くろぐろ

しているのが特徴
とくちょう

のようです。 

それにしても、１８００年も前
まえ

に生きていた人
ひと

の顔
かお

が

分かる
わ   

なんてすごいと思いません
おも            

か。頭蓋骨
ずがいこつ

と脳
のう

が、ほぼ完全
かんぜん

な状態
じょうたい

で発見
はっけん

されたので、そこから分析
ぶんせき

して、このように

作る
つく   

ことができたそうです。  

 今
いま

、この時代
じ だ い

に生きて
い    

いる私たち
わたし        

も、この人
ひと

の血
ち

を

受け継いで
う  つ   

いるのではないでしょうか。どこか似て
に て

いるとこ

ろは、ありませんか。             村越 新 

           やよい  じん 


